
令和８年度　横浜市保土ケ谷図書館の目標一覧

具体的取組内容（想定業務量）

・市民アンケートの実施（４月から５月まで）
・令和９年度の工事に向けた設計（年度内）

・リノベーションプランに基づく書架のレイアウト及び配架計画の検
討（年度内）

・窓口用タブレットの導入・運用（11月）

・オンラインによる更新手続の案内作成（年度内）

・新規連携先の開拓（１団体以上）
・読書活動推進講演会の開催（12月）

・子ども向け工作体験イベントの実施（８月）

・園芸関連の展示の実施（５月）

・区の歴史に関する展示の実施（10月）

・親子向けイベント実施時の絵本セットのＰＲ（２回以上）
・絵本セットＰＲチラシの作成・配布（４月以降）

・おはなし会の実施（30回以上）

・学校向けプログラムの実施（８回以上）

・読み聞かせボランティア育成講座の実施（11月）

・新規購入100冊

・新規購入50冊

・新規購入50冊

・新規購入20点

・寄贈受入35冊

・新規購入50冊

・一般向け、子ども向け展示の実施（各12回）

・見せ方を工夫した展示の実施（２回以上）

・中学校と連携した企画展示の実施（１回）

・新規購入50冊

・企画展示の実施（１回以上）

・各種研修への職員派遣（５回以上）

・関連研修の受講（１回）、職場内での意見交換（２回）

3

読書活動の推進

5

学校での読書活動推進の支援

・区内の小中学校の事情に応じて、子どもの読書環境の充実を支援する事業を実施します。

・学校で子どもの読書活動を支える人材の育成を支援します。

・地域の団体・施設等と連携し、企画事業等を実施します。

・参加者の読書への興味や関心を引き出す体験型の事業を実施します。

・横浜グリーンエクスポ開催にむけた機運醸成のため、関連事業を実施します。

・令和９年の保土ケ谷区制100周年に向けた機運醸成のため、関連事業を実施します。

4

子育て支援に向けた取組推進

・令和７年度に開始した乳幼児向け絵本セットについて、貸出促進を図ります。

8

本の魅力を高める展示の実施

・毎月テーマを変えて、司書がおすすめする資料の展示や他の部署と連携した企画展示を実施します。

・定例展示等の方法を改善し、図書館の蔵書をより効果的に魅せる展示を実施します。

・地域の中学校と連携し、生徒が薦める資料の展示を実施します。

9

読書バリアフリーへの理解の促進

・令和７年度に設置したりんごの棚を更に充実させるため、関連資料を収集します。

・関係区局と連携し、障害について啓発するための企画展示を実施します。

10

司書の人材育成に向けた取組

・司書職人材育成ビジョンの実現のため、行政職向け・専門職向けの研修受講を推進します。

・蔵書の魅力を伝えるための展示等での企画力・演出力の向上を図ります。

・地域のボランティアや民間学童と協力し、子どもの発達段階に合わせたおはなし会を実施します。

目標

7

大人向け資料の充実に向けた取組の実施

・社会科学、芸術及び文学の分野について、参考書や基本書の買換えと補充をします。

・保土ケ谷区制100周年及び開館45周年に向けて企画展示等に活用するため、空中写真を収集します。

・保土ケ谷区制100周年及び横浜グリーンエクスポの開催に向けて、区役所や関連団体などが発行する資料を収集
します。

・主に20～30代の勤労世代に関心の高いテーマや、スキルアップにつながるような資料を収集します。

6

子ども向け資料の充実に向けた取組の実施

・子どもの課題解決のため、児童書の総記、語学及び歴史・地理の分野に留意して収集します。

・子育て支援のため、クリスマスなど季節行事の本の刷新と充実を図ります。

2

デジタル技術の積極導入

・窓口での利用者登録手続きのオンライン化、ペーパーレス化を推進します。

・窓口の混雑解消のため、オンラインによる図書館カードの更新手続を積極的に案内します。

1

より利用しやすい図書館を目指したリノベーションの準備

・「ひとりでも、みんなでも。家でも学校でもない、ちょっと特別な居場所」をコンセプトに、より利用しやす
い図書館を目指したリノベーションの準備を進めます。

・リノベーションのコンセプトに合わせた蔵書の再構築を進めます。


